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3はじめに

はじめに

パッケージ内容

パッケージに、以下のものが入ってることをご確認ください。

 

 
最新情報・製品詳細について

最新の製品仕様、詳細説明、製品アップ
デート情報などは、お手持ちのスマート
フォン / タブレット、もしくはパソコンで
本製品ページをご確認ください。

 

https://www.avermedia.co.jp/product-detail/AX310

クイックガイド 
（本書）

電源アダプター 
（DC 12V, 1.5A） 

& 日本用コンセントプラグ

マグネット 
スタンド

USB 2.0 
Type-B to Type-A

ケーブル

3.5mm ステレオ 
オーディオケーブル

Live Streamer AX310 
(AX310 本体）

3.5mm to 6.3mm
オーディオ 
変換アダプタ
（マイク用）

https://www.avermedia.co.jp/product-detail/ER330
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製品セットアップ

機器との接続（初めての使用手順）

初めて AX310 をセットアップする際は、以下の手順で AX310 をセットアップして
ください：

Step 1. 本書の 7 ~ 9 ページの接続例を参考にして、接続する機器（マイク、ヘ
ッドホン、スピーカー、音声録音機器、音声再生機器、ゲーム機など）の電源を
OFF にしてから、AX310 に接続します。

Step 2. AX310 背面の電源スイッチが「O」になっていること（電源 OFF）を確認
して、本製品の電源入力端子（DC IN）に付属の電源アダプターを取り付け、コン
セントに電源アダプターを接続して、付属の USB ケーブルで AX310 をパソコンに
接続します。

Step 3. AX310背面の電源スイッチを押して（スイッチが「|」になっていること）、
AX310 を起動します。

Step 4. 全ての接続する機器の電源を ON にします。

Step 5. 弊社 Web ページ（https://www.avermedia.co.jp）から最新の設定ソフト
ウェアとドライバーをダウンロード・インストールします。

Step 6. 専用設定ソフトウェアを起動して AX310 を設定します。製品の使用・設

定方法は、本製品ページをご確認ください。
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本体各部の名称と機能

① 本体上面（ コントロール部）

 

MIC LINE IN CONSOLE SYSTEM GAME CHAT

21

3

4 5 6 987

1 タッチパネル 4~6
入力音量調整ツマミ（MIC / LINE IN / 
CONSOLE）& 音量インジケーター

2 物理ボタン 7~9
PC 音量調整ツマミ（SYSTEM / GAME  / 
CHAT）& 音量インジケーター

3 状態ランプ
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1. タッチパネル：

専用設定ソフトウェアを使用して、アクション（ホットキー / ウィジェットなど）
をご自分の作業方法に合わせてカスタマイズして使用します。タッチパネル画面
でホットキーなどを選ぶときは、指で画面をタップします。タッチパネル画面を
左右にスワイプすると、画面のページが切り替わります。また、タッチパネル画
面下部から上にスワイプするとホーム画面に戻れるようになっています。

※製品の設定ソフトウェア / ドライバー / ファームウェアのアップデートによ
り、タッチパネルの機能と動作は予告なく変更されることがあります。最新情報
は本製品ページをご確認ください。

2. 物理ボタン：

設定ソフトウェアを使用して、最も使用頻度の高いアクション（例：ホットキー、
アプリ / Web起動、シーン切替、効果音再生、ミュート、配信開始 / 停止…など）
を四つの物理ボタンに設定して使用します。

3. 状態ランプ

待機中や録画・配信中など、AX310 本体の状態を示します。状態ランプを含み、設
定ソフトウェアで AX310 本体上面の各部（状態ランプ、物理ボタン、音量インジ
ケーターなど）の RGB ライティングの発光モード（発光パターン）および色や輝
度などを設定・カスタマイズすることができます。

4. 入力音量調整ツマミ

各入力音量調整ツマミで入力音声端子（MIC / LINE IN / CONSOLE）の音量の大き
さを調整します（音量インジケーターの表示で、入力された音声の音量の変化が
表示されます）。また、ツマミを一度押すと、入力音声をミュート（オフ）にし
ます（音量インジケーターの表示は「消灯」の状態になります）。もう一度押すと、
入力音声のミュートを解除します。

5. PC 音量調整ツマミ & 音量インジケーター

各音量調整ツマミで設定したパソコンのチャンネル音声（例：GAME = ゲーム音、
CHAT = チャット音）の音量の大きさを調整します（音量インジケーターの表示で、
入力された音声の音量の変化が表示されます）。また、ツマミを一度押すと、チ
ャンネル音声をミュート（オフ）にします（音量インジケーターの表示は「消灯」
の状態になります）。もう一度押すと、チャンネル音声のミュートを解除します。

※パソコンのチャンネル音声（ソフトウェアの出力音声）を変更することができ
ます。設定方法は、本製品ページをご確認ください。
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② 本体背面（オーディオインターフェース部）

 

1 PHONES 端子（3.5mm） 6 USB 端子

2 LINE OUT 端子（3.5mm） 7 電源入力端子

3 MIC 端子（XLR / 6.3mm） 8
電源スイッチ 
（| = 電源 ON、O = 電源 OFF）

4 LINE IN 端子（3.5mm） 9 マグネットスタンド（付属品）

5 CONSOLE 端子（光デジタル）

654321

9

87
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機器との接続

 

OR

Streaming
Computer

REC

External 
Audio 

Device

6

5

4

32

1

8

7
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機器 対応ケーブル AX310 本体

1 ヘッドホン →
3.5mm オーディオケーブル

 （ヘッドホン）
→

PHONES 端子 *1 
（音声出力）

2
スピーカー  /  
音声録音機器

→ 3.5mm オーディオケーブル →
LINE OUT 端子 *1 
（音声出力）

3 マイク（3.5mm） →
3.5mm オーディオケーブル 

（マイク） ＋ 3.5mm to 6.3mm 
オーディオ変換アダプタ

→
MIC 端子 

（音声入力）

4 マイク（XLR） *2 →
XLR オーディオケーブル

（マイク）

5 音声再生機器 → 3.5mm オーディオケーブル →
LINE IN 端子 
（音声入力）

6
ゲーム機 /   
音声再生機器

→ 光デジタルケーブル （別売） →
CONSOLE 端子 
（音声入力）

7
パソコン  

（USB ポート）
→

USB 2.0
Type-B to Type-A

ケーブル
→ USB 端子

8 電源アダプター （家庭用コンセントに接続します） → 電源入力端子

 
*1 設定ソフトウェアで音声の出力方式を変更することができます。設定方法は、 
本製品ページをご確認ください。

*2 コンデンサーマイクを使用するときは、設定ソフトウェアでマイクの種類を 
コンデンサーマイクに設定してください（ファンタム電源 +48Vをオンにします）。
設定方法は、本製品ページをご確認ください。
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使用上のご注意

詳しくは本製品ページをご参照ください。

情報

本製品は、第二種情報装置（住宅地域又はその隣接した地域において使用される
べき情報装置）で、住宅地域での電波障害防止を目的とした情報処理装置など電
波障害自主規制協議会（VCCI）基準に適合しております。しかし、本装置をラジオ、
テレビジョン受信機に接近してご使用になると、受信障害の原因となることがあ
ります。この説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

安全のために、必ずお読みください

警告：この警告を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う可
能性が想定される内容を示しています。（注意：取り付け・接続の際は、以下を
厳守してください。感電・火災・発煙の原因となります。）

•	本製品の使用にあたり、この説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

•	安全のためこの説明書に従って接続作業を行ってください。

•	本製品を取り付け・取り外す際は、ゆっくりと丁寧に行ってください。

•	付属・添付品または指定品をご使用ください。

•	小さなお子様には、保護者の方がお読みのうえ、安全にお使いください。

•	本製品に他の家電製品を近づけて使用した場合、重心障害を起こすことがありま
す。

•	（ソース機器）入力音声の音量が大きい場合は、ソース機器の音量を下げるか、
音量調整ツマミをすべて最大には設定することを避けてください。接続した機器
によっては、発振したりヘッドホン / スピーカーを破損したりする原因になる
ことがあります。

•	ヘッドホン / スピーカーなどを使用する場合は、聴力の損害を避けるため、快
適にレベル設定されたボリュームはそのまま維持するようにしてください。耳を
刺激するような大きな音量で長時間続けて聴くと、聴力に悪い影響を与えること

この装置は、クラスＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目
的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される
と、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをし
てください。
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があります。また、大きな音量で長時間ヘッドフォン / スピーカーを使用しな
いでください。聴覚障害の原因になります。

•	はじめから音量を上げすぎると、突然大きな音が出て耳を痛めることがありま
す。耳を守るため、音量を上げすぎないようにご注意ください。

•	強い電波や磁気を発生する電波塔、テレビ塔や高圧線の近くで使用すると、電波
や高電圧の影響で音声が悪くなることがありますので、正常に機能しない場合が
あります。そのような場所に居るときは、なるべく使わないでください。

•	本製品にテレビやラジオ、ステレオ、携帯電話など他の家電製品の近くで使用し
ないでください。本製品または家電製品に雑音・重心障害が生じる原因になりま
す。

•	本製品使用中に電源アダプターの抜き差しを行わないでください。故障の原因
となります。

•	必ず付属の電源アダプターを使ってください。他の電源アダプターを使うと、
火災や感電の原因となる場合があります。

•	付属の電源アダプターは本製品専用です。他機器に使わないでください。

•	電源プラグは奥までしっかり差し込んでください。不完全に差し込むと、感電
や発熱による火災の原因となります。

•	電源アダプターを抜くときは、先に電源コンセント側から抜いてください。ケ
ーブル部分を引っ張ると、破損し、感電、ショート、火災の原因となります。

•	電源プラグのほこりは定期的に掃除してください。湿気などで絶縁不良となり、
火災の原因となります。電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。

•	電源アダプター / 電源コードを傷つけないでください。

•	電源コードを束ねた状態で使用しないでください。

•	長期間使用しない場合に電源アダプターを長期間接続したままにすると、電力
を消費し発熱する場合があります。また、電源プラグにほこりがたまり、火災
や感電の原因となる場合があります。

•	本製品や電源アダプターの周りに放熱を妨げるような物を置かないでください。

•	本製品使用中に電源アダプターの抜き差しを行わないでください。故障の原因
となります。

•	必ず付属の電源アダプターを使ってください。他の電源アダプターを使うと、
火災や感電の原因となる場合があります。

•	付属の電源アダプターは本製品専用です。他機器に使わないでください。
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•	電源プラグは奥までしっかり差し込んでください。不完全に差し込むと、感電
や発熱による火災の原因となります。

•	電源アダプターを抜くときは、先に電源コンセント側から抜いてください。ケ
ーブル部分を引っ張ると、破損し、感電、ショート、火災の原因となります。

•	電源プラグのほこりは定期的に掃除してください。湿気などで絶縁不良となり、
火災の原因となります。電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。

•	電源アダプター / 電源コードを傷つけないでください。

•	電源コードを束ねた状態で使用しないでください。

•	長期間使用しない場合に電源アダプターを長期間接続したままにすると、電力
を消費し発熱する場合があります。また、電源プラグにほこりがたまり、火災
や感電の原因となる場合があります。

•	本製品や電源アダプターの周りに放熱を妨げるような物を置かないでください。

•	保温・保護性の高い物の近くで使わないでください（じゅうたん、スポンジ、
ダンボール、発泡スチロールなど）。火災、感電の原因となるが場合があります。

•	物を載せたり、かぶせたりしないでください。熱がこもり、火災の原因となる
場合があります。

•	故障したままの状態で使用していると、感電・ショート、火災の原因となります。
以下のような事をしないでください： 
- 傷つける / 加工する / 熱器具に近づける / 無理に曲げる / ねじる / 引っ
張る / 重いものを載せる / 束ねる

•	本製品の修理・分解・改造をしないでください。

•	体に帯電した静電気で部品が壊れる恐れがありますので、本製品の回路部分に
は直接手を触れないでください。

•	本製品の基板部分には直接手を触れないでください。基板には尖っている部分
があります。誤って触れるとけがの原因となります。

•	雷が鳴っている時や、長時間使用しない場合は、この製品のケーブルを抜いで
ください。

•	火災や感電の原因となりますので、電源を入れたまま移動しないでください。
また、本製品を濡らしたり、濡れた手で扱わないでください。

•	開口部にもの（異物と液体）を入れないでください。火災、感電、故障の原因
になります。煙が出たり異臭や異音がしたら、すぐに使用を中止してください。

•	極端な温度の中で本製品を使用しないでください。
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•	本製品を長期間使用しないときは、カビやサビを防ぐために、高温多湿のとこ
ろを避けて風通しのよい場所に保管してください。また、乾燥剤と一緒に保管
することをお勧めします。

•	掃除は必ず乾いた布でおこなってください。

•	一般家庭ごみとして捨てないでください。現地の環境法や規則に従って処分し
てください。

•	修理は修理相談窓口にご依頼ください。

•	仕様は製品改良のため、予告なく変更されることがあります。

•	最新の製品仕様、対応機器、製品アップデート情報は AVerMedia 公式サイトで
ご確認ください：https://www.avermedia.co.jp

お問い合わせ

•	ご購入前の製品に対するお問い合わせ、その他のご質問、ご購入後の製品の修
理と技術的なお問い合わせ： 
 
【お問合せフォーム】 
https://www.avermedia.co.jp/jp/support/technical 
 
【メールでお問い合わせ】 
アバーメディアサポートセンター：AVT.Japan@avermedia.com 
※受付時間：9：00 〜 17：00　月〜金曜日（祝祭日を除く）
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顧客プライバシー保護

•	アバーメディア・テクノロジーズ株式会社（以下弊社）は保証に基づいてサービ
スを提供する場合、弊社は保証サービスの提供に必要な以下の情報を収集します。
- お客様の個人情報（名前、電話番号、住所、電子メールアドレスなど） 
- 製品ご購入の記録

※弊社は、必要な保証サービスを提供することのみを目的にこれらの情報を使用し
ます。また、お客様の承諾が得られた場合に限り製品リコールや安全上の問題につ
いて提供されたご連絡先に通知します。弊社は、特定の法的要件の下で法令、命令
があった場合に保有する情報を開示する可能性があります。

製品保証・修理について

弊社は、お客様が購入された製品について、部品及び製造工程上の欠陥がないこと
を保証します。以下に定める保証期間内に製品に欠陥または故障が見つかった場
合、弊社は本規定の条項に基づいて適切な保証サービスを提供します。特別な指定
がない限り、保証期間は、製品購入の際に販売店よりお客様に発行された領収書、
請求書、または納品書に記載された購入日を起算日とします。この期間中において
のみ、弊社はお客様へ保証サービスを提供します。

•	保証期間：１年間の保証（地域によって異なる場合があります）

•	注意事項 /保証の範囲と制限 /製品修理対応について、詳しくは弊社公式サイト
のサポートページ（https://www.avermedia.co.jp/support/services）をご確認
ください。

•	本製品の使用によって生じるあらゆる直接的・間接的損害に関して、AVerMedia 
Technologies は一切の責任を負いません。



機種型番 ： AX310

保証期間 ： お買い上げ日より１年間

お客様　お名前 お買い上げ日：  年　　月    日 

販売店押印欄

ご住所

TEL

•	保証サービスを受けるためには、販売店名および購入日付が記載された購入証明
書類（レシート、請求書、納品書など）が必要です（購入証明書類をご提示いた
だけない場合には、保証サービスを提供することはできません）。お客様におか
れましては、レシートなどのご購入履歴のわかるものを大切に保管していただき
ますようお願いいたします。

300AAX310XXX 
Live Streamer AX310 

Model: AX310
Product Name: Audio Mixer

Made in Taiwan 
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